
10 月の「ボランティア活動強調月間」に、県民にボランティア活動をより身近に感じてもらい、

活動参加を促すとともに様々な分野で活動しているボランティア・ＮＰＯ関係者が参集し、より 

一層の連携と意識の向上を図るため、標記大会を開催します。 
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式 典：ボランティア活動に貢献した個人・

企業等または団体の表彰 

・パネル展示による団体・活動紹介 

・作品等の展示・販売 

・ボランティア「一言メッセージ・川柳」投票 

・大型ビジョンによる団体 PR 動画放映 

 

団体ＰＲ動画について 
各団体が作成したＰＲ動画を大会事務局で１本の DVD にとりまとめ、

グランドプラザに設置してある大型ビジョンで繰り返し放映します。 

●内容：団体・活動紹介、メンバー募集、イベント告知など  

 

 

 

 

団体PR動画の作成講座を開催します！ 
 団体 PR 動画での参加を希望する団体で、PR 動画（最大３分までの団体紹介動画）をお持ちでない・こ 

れから作りたい団体向けに無料の作成講座を開催します。 

●日時：令和３年７月１７日（土）10 時～16 時 

●締切：令和３年７月７日（水） 

 

 去る６月8日（火）『令和3年度ボランティア活動推進富山県民会議』を開催しました。会議では、１０月に「ボラン

ティア活動強調月間」として「広げようボランティアの輪」をスローガンとした啓発キャンペーンを、県民やボランティア・ＮＰＯ関

係者が集う第３３回富山県民ボランティア・ＮＰＯ大会を１０月7日（木）に富山県総合福祉会館で、１６日（土）

に総曲輪グランドプラザで実施することを決めました。 

 『ボランティア総合支援センター通常総会』では、令和２年度事業報告・決算や、令和３年度事業計画・予算などが承

認されました。（内容はＨＰに掲載） 

 
詳しくは、こちらを

ご覧ください 

 

 

大会について

は、こちらを

ご覧ください 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 概     要 推 薦 者 

会長表彰 
現にボランティア活動や社会貢献活動の実践者で 10年以上に
わたり活動を続け、その活動が優良で他の模範となる個人、企
業等又は団体 

※関係団体の代表者 

奨励賞 
現にボランティア活動や社会貢献活動の実践者で 5 年以上に
わたり活動を続け、その活動が優良で他の模範となる企業等又
は団体 

※関係団体の代表者 

感謝状 

県内で非営利の社会貢献活動を行うボランティア団体、市民活
動団体およびＮＰＯ法人に対して 
・５万円以上の寄付を行った個人 
・10万円以上の寄付を行った企業等又は団体 

※寄付金額は複数年の累計でかまいません。 

寄付を受けた団体代表者 

✿募集内容：ボランティア・ＮＰＯ活動に関することや、活動されている方への「一言メッセージ」（50 字以内）、

「川柳」（5・7・5）を募集します。 
 
✿応募対象：県内に在住の方又は通勤・通学している方。 
 
✿応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、郵送または FAX でご応募ください。応募用紙は支援センターホ

ームページに掲載しています。 ※応募作品は未発表で自作のものに限ります。 
 
✿作品展示：10月 16日のグランドプラザで開催するボランティア・NPO大会で、応募作品を展示し、共感を受

けた、感銘した作品の投票を行います。この投票で得票の多かった作品（5 点程度）には、その応

募者に記念品として図書券等をお贈りします。 

 ※なお、本県民会議の趣旨、フェスティバルの目的を逸脱したものは展示しない場合があります。 
 
✿そ の 他：作品の著作権は、ボランティア活動推進富山県民会議に帰属するものとします。作品は、ボランティ

ア・ＮＰＯ活動の普及啓発に活用させていただきます。 

※企業の社会貢献活動に関する会長表彰、奨励賞については、商工会議所・商工会等関係団体を経由することを条件に、自ら
応募することができます。 

※NPO法人に対する会長表彰、奨励賞については、今年度より自ら団体調書（様式４）を作成し、応募することができます。 

 ボランティア活動推進富山県民会議では、ボランティア活動に永年にわたって尽力しその功績が顕著である個人、

企業等（企業又は従業員組織をいう。以下同じ。）又は団体の表彰を、また一定額以上の寄付をした個人、企業等

又は団体への感謝状の贈呈を行っています。 

 優良な活動を継続している個人、企業等又は団体の関係者、寄付金を受けた団体等におかれては、この機会に是

非、候補者の推薦をお願いします。 

 推薦書等の詳細につきましては、当センターへご連絡頂くか、ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。 

なお、10月７日（木）第 33回富山県民ボランティア・NPO大会において表彰式を行います。 

個人：２４人    団体：１２団体 

企業：５企業  佐藤工業株式会社北陸支店・立山科学グループ・富山小林製薬株式会社 
塩谷建設株式会社・株式会社氷見村田製作所 
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県内の NPO法人、ボランティア団体の活動支援のため、多くの皆さまから、あたたかいお気持ちをお寄せい

ただきありがとうございました。今年度もさらに拡大して支援を行ってまいりたいと思いますので、皆様のご芳志
をお願いいたします。                  ✿本ファンドの寄付は、寄付控除の対象となっています✿ 

 

◆対象団体： ＮＰＯ法人及び５人以上のボランティア団体等 

◆助 成 金： 限度額１０万円（ＮＰＯ法人でない団体は５万円） 

◆助 成 率： 事業費の 10分の 7以内（学生ボランティア団体は 10分の 10以内） 

◆事業期間： 助成金交付申請書を受け付けた日から当該年度の 3月末日まで 

◆募集期間： 令和３年６月１４日（月）～７月３０日（金） 

◆申請方法： 申請書類を支援センターまで郵送または持参 

NPO法人自然環境ネットワーク・射水市ビオトープ協会 

      理事長   岡田一雄 

当協会は小杉高校生物クラブ OB 会を母体に任意団体

として設立され、自然保護活動を行ってきました。 

 地球規模で進行する生物多様性・生態系の破壊に対応

するために 2010 年に名古屋市で開催された生物多様性

条約締約国会議（COP10）において日本から提案された

SATOYAMA イニシアティブが採択されました。この問題

提起を受け、原生的自然は少ないが里山的自然は多くあ

る射水市において生物多様性豊かな里山ビオトープを

形成し、絶滅危惧種・希少生物・地域在来生物の保存を

図る事業に取り組み，又その活動を通し生物多様性・生

態系の理念を啓発し、過疎化や高齢化の進行による里山

衰退を防ぎ、地域の活性化を図ることを目的に平成 25

年に NPO法人を設立しました。現在射水市南部丘陵地域

において次の活動を行っています。 

【生物多様性保存型里山ビオトープ造成とその活用に

関する事業】(射水丘陵における希少生物（絶滅危惧

種）・地域在来生物の保存に関する事業) 

具体的な活動は主として下記の点です。 

A 侵入竹や外来植物を除去し、地域在来種の広葉樹を

植樹し荒廃した森を植物相豊かな森に移行する。※昆虫

等の餌になるコナラ等の食樹・食草を中心に植栽する。 

B 両生類や水中に産卵する昆虫類等の産卵地を確保す 
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るために里山の沢や休耕田に年中通し水を湛える池

や水路・ワンドを造成し地域在動物の自然産卵を促

す。※コンクリートは使用せず木杭や天然の岩石など

を利用する。 

 C 里山の魅力・生態系の理念を発信するため自然環

境セミナーや自然観察会・自然調査等を行い、子供か

らシニア世代までの幅広い環境教育を実施する。 

この里山地域には多くの絶滅危惧種をはじめ希少

生物・地域在来生物が生息していますが、減少しつつ

あります。当協会が山中の沢や休耕田等に造成したビ

オトープ池や水路に●ホクリクサンショウウオ（環境

省レッドデータリスト絶滅危惧Ⅰb類）●アカハライ

モリ・クロサンショウウオ・トノサマガエル（いずれ

も環境省レッドデータリスト準絶滅危惧種）等 9種類

の両生類が自然産卵しました。特に富山県が希少野生

動植物保護条例で指定している【ホクリクサンショウ

ウオ（両生類）】が平成 25年に射水市との市民協働事

業で造成したビオトープ池に 8年後の令和 2年、又令

和2年に造成したビオトープ池には令和3年にそれぞ

れ5個と2個の卵塊を自然産卵する等大きな成果をあ

げる事ができました。 

助成金・補助金情報を収集し、当協会の趣旨に合う

ものの中から自らの【身の丈(人員や能力)】に応じた

ものに応募し資金提供を受けた事で活動を推進する

事ができました。 

 アカハライモリ 

県民の皆さんからの寄付金を原資に、NPO 法人・ボランティア団体等の地域課題の解決や緩和の

ために実施する事業・活動に対して助成します。 



【お申込・お問合せ先】 富山県民ボランティア総合支援センター 

TEL：076-432-2987  URL：http://www.toyamav.net/  Email：info@toyamav.net 
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日 時：８月１９日（木）１３：３０～１６：３０ 対応者：北陸税理士会所属の税理士 

場 所：高岡市生涯学習センター（ウイング・ウイング高岡） 

●『第３回 NPO 法人会計・税務事務相談会』（高岡会場）●（相談は 30 分から１時間程度） 

NPO 法人の会計・税務事務の個別相談会です。 

 

日 時：８月２６日（木）１３：３０～１６：３０  講 師：社会保険労務士 岩峅 勲さん 
場 所：富山県総合福祉会館（サンシップとやま）5 階 501 号室 

●『労務管理基礎講座』● 

★すべての講座で事前申し込みが必要です 

●『NPO 法人会計税務基礎講座』（３日間コース）● 

会計業務初心者の方、簿記の知識がない方また今までのやり方が正しいのかを確認したいという 

方におススメ！ 

≪簿記編≫ 日 時：７月３１日（土）・8 月 1 日（日） 

≪税務編≫ 日 時： 8 月８日（日） 

時 間： 13：30～16：30※休憩あり       受講料： 簿記編・税務編共に 1,000 円 
場 所： 富山県総合福祉会館（サンシップとやま）7 階         （全日受講の方は 2,000 円） 

 

 

【内  容】 富山県では、県内のボランティア団体等が他の団体、自治振興会、企業等と協働し、新

たな発想で実施する地域活性化を目的とした事業に対して支援します。 

【対象団体】 富山県内の地域で活動している非営利団体等（ボランティア団体・サークル等） 

【対象区分】 （１）テーマ設定型事業（県の設定したテーマに基づき提案・実施する事業） 

（２）自由提案型事業（団体が自由に企画・実施する事業） 

（３）継続型事業（令和２年度元気とやま県民協働事業補助金の交付を受けた事業を発展的に継続する事業） 

【補 助 率】 2/3（ＮＰＯ法人、ボランティア団体、市民活動団体） 1/2（左記以外の非営利団体） 

【補 助 額】 （１）テーマ設定型事業（６テーマ） 

１件あたり 30 万円まで（ただし知事が特別に認める場合は 50 万円まで） 

       （２）自由提案型事業 

          １件あたり 20 万円まで 

       （３）継続型事業 

          １件あたり 10 万円まで 

【採択件数】 （１）４件程度 （２）10 件程度 （３）４件程度 

【募集期間】   令和３年６月２８日（月）～８月２７日（金）（事前相談期間：6/28（月）～8/25（水）） 

 

○ 県民協働推進事業を募集します 〇 

 

 

 


